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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 25,177 △5.3 △695 ― △558 ― △8,149 ―
24年3月期第3四半期 26,582 △11.4 439 △85.2 342 △87.2 △92 ―

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 △8,042百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 △477百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 △141.66 ―
24年3月期第3四半期 △1.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 46,315 10,281 20.4
24年3月期 55,689 18,511 31.8
（参考） 自己資本 25年3月期第3四半期 9,454百万円 24年3月期 17,727百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,500 0.7 △800 ― △900 ― △8,650 ― △150.36



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付
資料】3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 57,546,050 株 24年3月期 57,546,050 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 17,352 株 24年3月期 16,893 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 57,528,899 株 24年3月期3Q 57,529,377 株
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１.当四半期決算に関する定性的情報

(１) 連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景とした持
ち直しや円高の是正、株価上昇等の動きが見られたものの、デフレの継続や、長期化する欧州政
府債務危機、新興国の経済成長鈍化による世界的な景気減速懸念等、先行き不透明な状況のまま
推移いたしました。

化学工業におきましても、原油高に伴う原燃料費用が収益を圧迫するなど、引き続き厳しい状
況にありました。

このようななか、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、基礎化学品事業部門
および精密化学品事業部門が、販売数量は増加したものの販売価格の低下により減収となったた
め、251 億 77 百万円と前年同期に比べ 14 億 05 百万円、5.3%の減少となりました。損益につき
ましては、売上高の減少により、経常損失は 5 億 58 百万円となり、電池材料事業の減損損失と
収益改善に向けた事業構造改善費用を特別損失に計上したことに加え、繰延税金資産を全額取り
崩したため、四半期純損失は 81 億 49 百万円となりました（前年同期は、経常利益 3 億 42 百万
円、四半期純損失 92 百万円）。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

①基礎化学品事業部門

か性ソーダは、販売数量の増加と価格修正効果により、前年同期に比べ増収となりました。
塩酸は、販売数量は増加したものの販売価格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。

塩素系有機製品につきましては、トリクロールエチレンは、販売数量は増加したものの販売
価格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。パークロールエチレンは、販売価格は
低下したものの販売数量の増加により、ほぼ前年同期並みとなりました。

以上の結果、基礎化学品事業部門の売上高は、52 億 21 百万円となり、前年同期に比べ 31
百万円、0.6%の減少となりました。営業損益につきましては、営業利益 0 百万円となり、前年
同期に比べ 1億 92 百万円、99.5%の減少となりました。

②精密化学品事業部門
半導体・液晶用特殊ガス類につきましては、三フッ化窒素は、販売数量は増加したものの販

売価格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。六フッ化タングステンおよび八フッ
化プロパンは、販売数量の増加により、前年同期に比べ増収となりました。

電池材料の六フッ化リン酸リチウムは、販売数量は増加したものの販売価格の低下により、
前年同期に比べ減収となりました。電池の添加剤のフルオロエチレンカーボネートは、販売数
量の減少と販売価格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。

以上の結果、精密化学品事業部門の売上高は、153 億 92 百万円となり、前年同期に比べ 10
億 44 百万円、6.4%の減少となりました。営業損益につきましては、営業損失 9億 30 百万円と
なりました（前年同期は営業損失 2 億 58 百万円）。

③鉄系事業部門
複写機・プリンターの現像剤用であるキャリヤーは、販売数量の減少により、前年同期に比

べ減収となりました。鉄酸化物は、着色剤および道路用建材の販売数量の増加により、前年同
期に比べ増収となりました。

以上の結果、鉄系事業部門の売上高は、18 億 08 百万円となり、前年同期に比べ 1 億 49 百
万円、7.6%の減少となりました。営業損益につきましては、営業利益 2 億 44 百万円となり、
前年同期に比べ 8百万円、3.6%の増加となりました。

④商事事業部門
商事事業につきましては、化学工業薬品の販売増加により、前年同期に比べ増収となりまし

た。
以上の結果、商事事業部門の売上高は、14 億 80 百万円となり、前年同期に比べ 33 百万円、

2.3%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 50 百万円となり、前年同期に
比べ 94 百万円、65.3%の減少となりました。

⑤設備事業部門
化学設備プラントおよび一般産業用プラント建設の売上高は、前年同期に比べ減収となりま

した。
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以上の結果、設備事業部門の売上高は、12 億 74 百万円となり、前年同期に比べ 2 億 13 百
万円、14.3%の減少となりました。営業損益につきましては、営業損失 65 百万円となりました
（前年同期は営業利益 1億 16 百万円）。

(２) 連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末の資産は、減損損失を計上したことにより固定資産が減少したこ
とや、現金及び預金が減少したことなどから、前連結会計年度末に比べ 93 億 73 百万円減少し、
463 億 15 百万円となりました。負債は、借入金の減少などから 11 億 43 百万円減少し、360 億
33 百万円となりました。純資産は、利益剰余金が減少したことなどから 82 億 30 百万円減少し、
102 億 81 百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末の 31.8％から 20.4％となり
ました。

(３) 利益配分に関する基本方針および当期の配当

剰余金の配当等の決定につきましては、株主の皆様への適正な利益還元を第一義と考え、業績
の推移も勘案しながら、中長期的な事業計画に基づき、収益の向上に不可欠な設備投資資金の確
保と財務体質の強化を図りつつ、安定した配当を継続することを基本方針としております。

しかしながら、昨年度に引き続き営業赤字となっている現在の業績状況、特別損失等の計上に
より悪化した財務状況ならびに厳しさを増す経営環境等を勘案し、誠に遺憾ながら、期末配当に
つきましては無配とさせていただく予定です。

(４) 連結業績予想に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間の業績は、ほぼ修正後の計画（平成 24 年 9 月 14 日付にて公表）ど
おりに推移しており、通期業績予想に変更はありません。

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税
率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。但し、
見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効
税率を使用する方法によって計算しております。

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成 24

年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変
更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金
等調整前四半期純損失はそれぞれ 92 百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,369 6,131

受取手形及び売掛金 9,506 9,767

商品及び製品 2,124 2,299

仕掛品 2,551 2,562

原材料及び貯蔵品 1,626 1,914

その他 1,287 790

貸倒引当金 △14 △13

流動資産合計 25,451 23,452

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,853 6,388

機械装置及び運搬具（純額） 6,385 5,979

その他（純額） 9,797 5,274

有形固定資産合計 23,037 17,641

無形固定資産 273 307

投資その他の資産

投資有価証券 4,415 4,357

その他 2,529 568

貸倒引当金 △17 △11

投資その他の資産合計 6,927 4,913

固定資産合計 30,237 22,862

資産合計 55,689 46,315
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,840 5,928

短期借入金 10,469 12,569

1年内返済予定の長期借入金 4,354 3,600

未払法人税等 200 35

その他 3,461 3,246

流動負債合計 24,326 25,380

固定負債

長期借入金 10,161 7,565

退職給付引当金 1,933 1,963

役員退職慰労引当金 96 103

環境対策引当金 19 19

その他 639 1,001

固定負債合計 12,851 10,653

負債合計 37,177 36,033

純資産の部

株主資本

資本金 2,877 2,877

資本剰余金 1,614 1,614

利益剰余金 13,414 5,091

自己株式 △8 △8

株主資本合計 17,897 9,575

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 424 417

為替換算調整勘定 △595 △539

その他の包括利益累計額合計 △170 △121

少数株主持分 784 827

純資産合計 18,511 10,281

負債純資産合計 55,689 46,315
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 26,582 25,177

売上原価 21,440 21,470

売上総利益 5,142 3,707

販売費及び一般管理費 4,702 4,402

営業利益又は営業損失（△） 439 △695

営業外収益

受取利息 5 6

受取配当金 104 116

試作品等売却代 6 120

その他 136 170

営業外収益合計 252 414

営業外費用

支払利息 241 229

為替差損 64 －

その他 44 47

営業外費用合計 350 277

経常利益又は経常損失（△） 342 △558

特別利益

固定資産受贈益 64 －

特別利益合計 64 －

特別損失

固定資産除却損 140 244

減損損失 － 3,081

事業構造改善費用 － 1,276

投資有価証券評価損 69 31

災害による損失 － 192

特別損失合計 210 4,825

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

196 △5,384

法人税等 219 2,717

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △22 △8,102

少数株主利益 69 47

四半期純損失（△） △92 △8,149
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（四半期連結包括利益計算書）
（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △22 △8,102

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △304 △0

為替換算調整勘定 △150 61

その他の包括利益合計 △454 60

四半期包括利益 △477 △8,042

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △517 △8,100

少数株主に係る四半期包括利益 40 58
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額７百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額５百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３．「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、当社及び

国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更し

ております。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント損失が「精密化

学品事業」で88百万円減少、セグメント利益が「鉄系事業」で１百万円、「商事事業」１百万

円増加しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（注）減損損失のうち844百万円については特別損失の事業構造改善費用に計上しております。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

報告セグメント
調整額

（百万円）
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額

（百万円）
（注２）

基礎化学品
事業

（百万円）

精密化学品
事業

（百万円）

鉄系事業
（百万円）

商事事業
（百万円）

設備事業
（百万円）

計
（百万円）

売上高

（1）外部顧客への
売上高

5,252 16,437 1,958 1,446 1,487 26,582 － 26,582

（2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高

708 198 43 3,241 1,465 5,657 △5,657 －

計 5,961 16,635 2,001 4,688 2,952 32,240 △5,657 26,582

セグメント利益又

は損失（△）
193 △258 235 144 116 432 7 439

報告セグメント
調整額

（百万円）
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額

（百万円）
（注２）

基礎化学品
事業

（百万円）

精密化学品
事業

（百万円）

鉄系事業
（百万円）

商事事業
（百万円）

設備事業
（百万円）

計
（百万円）

売上高

（1）外部顧客への
売上高

5,221 15,392 1,808 1,480 1,274 25,177 － 25,177

（2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高

734 164 43 2,854 862 4,659 △4,659 －

計 5,956 15,556 1,852 4,334 2,137 29,836 △4,659 25,177

セグメント利益又は

損失（△）
0 △930 244 50 △65 △700 5 △695

精密化学品事業

（百万円）（注）
合計

減損損失 3,925 3,925
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